
滋賀県教育委員会事務局高校教育課 

学 校 経 営 支 援 係 

教育機関向け遠隔授業・プログラミング教育支援に関する活用事例紹介について 

１ 利用機器名 

・マイク YVC-MIC1000

・スピーカー YVC-CTU1000

２ 機器の活用状況（会議概要） 

・会議名称 滋賀県産業教育振興会 総会および講演会

・日 時 令和４年８月 19日（金） 

・演  題 「地方創生時代の専門・職業高校と地域・企業との連携の可能性を探る 

〜人口減少時代の専門・職業高校の意義〜」 

・講  師 株式会社 Prima Pinguino 

・参 加 者 学校関係者 29名（Web参加８名含む）、企業関係者 24名（Web参加 18名含む） 

３ 機器活用による効果や利点 

・対面方式とオンラインを併用した会議、講演会等が開催できる。

・発言者のマイクのオンオフ操作が不要である。

・PCの台数が限られている状況においては効果がある。

４ 機器活用における課題 

・集音マイクを使用すると発言者が特定できない。

・一人１台端末が実現すれば、不要となるのではないか。

５ その他 

・写真については、許諾を得たものがありません。
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